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No.80

2008年5月28日北茨城
龍ヶ崎の鳥シリーズ78 鳥名「ミソサザイ」スズメ目ミソサザイ科
　10年ほど前の5月頃、県北の沢筋を登り始めて間もなく、沢の水音を切り裂くような囀りのシャワーに遭遇した。その囀りは谷に反響し、薄暗い環境も相まって、目を凝らしてもなかなか見つけられず、すっかり時間をロスしてしまった。これをきっかけにファンになり、春になるとどこかの沢筋に会いに行くようになった。
日本では1、2を争うほどの小さな体で、色も地味な暗い茶褐色、見つけにくいが以外に近くで囀っている。♀へのアピールと縄張り宣言のため、尾羽を振りながら垂直に立てて、口を大きく開き囀り続ける。その力強さが好きだ。冬は身近に降りて来ているが、またこれも目立たない。
文と写真　山根靖正
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